
【民芸品】
目屋人形

先般、津軽発電所建設所開所式がありました。東北電力からは増子執行役員青森支店
長、笹川土木建築部長、今後とも地元建設所を統括する山形津軽発電所建設所長とと
もに早期完成へ向け努力して参りたいと思います。特に東北電力関係者の方々には白
神館を宿舎としてご利用いただいていることに対し、心から感謝申し上げます。
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健闘！小連体

気候も涼しくなり、外での遊びが楽しみな季節になってきました。

　９月２日（金）に弘前市総合運動公園にて、弘前市内の学校と様々な競技を通して交流する小連体が行われました。
　小雨も降り、天気が心配されましたが、予定どおり日程を終了することができました。陸上部を６月に組織し、夏休
み中も一生懸命練習に取り組んできた成果が発揮されたように思います。当日は、朝早くからたくさん応援をいただ
きましてありがとうございました。
【成績結果】
○５年男子４００ｍリレー　第１組　第５位　69秒75
　田村拓馬　三上桐馬　工藤裕也　西澤怜央　花田創太
○５年女子４００ｍリレー　第６組　第４位　68秒06
　三上夢愛　田澤晴渚　米澤愛樹　工藤　朝　成田鈴花
○６年男子４００ｍリレー　第１組　第５位　67秒58
　田澤洸太　三上頼哉　前山香二　吉谷慶寿　坂田祐一
○６年女子４００ｍリレー　第７組　第２位　71秒43
　田澤　萌　平田あすか　桑田　葵　平田ゆうか　三浦　舞
○男子１５００ｍ　完走賞　5分40秒91
　齊藤　一樹

　８月28日（日）、岩木山神社で「登山ばやし大会」のオープニングセレモニー
に参加してきました。今年の年長さんは全員男の子で大迫力のステージとな
りました。
　９月18日（日）、くによし・たしろ保育園合同運動会を行いました。同じ法人
との交流は子どもたちにとっても刺激があり、楽しんで競技に参加していまし
た。ご家族の皆さんお疲れ様でした。
　９月20日（火）、保育実習生が来て、子どもた
ちは側から離れようとせず、とても嬉しそう…。
実習を通してたくさんのことを学んでほしいと
思います。

３年修学旅行　
10月４日（火）～７日（金）
　当初５月に予定されていた修学旅
行ですが、東日本大震災の影響を考
慮して10月に延期しました。繁忙期と
重なったため交通費などが高くなり、
劇団の公演などいくつかのお楽しみ
がなくなってしまいましたが、北区防
災センターでの地震体験や日本赤十
字本社見学、そして都内班別自主見学
等、基本目標を達成すべくしっかり学
習し、また大いに楽しんできてほしい
と願っています。

中体連新人戦の結果
　９月の中体連新人戦バドミントン地
区大会で、団体に必要な５人ギリギリ
の西目屋チームでしたが、３勝２敗で
３位となり、見事県大会出場を果たし
ました。
　また、個人戦でも三上楓君が優勝し
ました！

西目屋村 10月号トピックス

第30回暗門祭

～これからもお元気で～ 敬老会開催

わたしにもできる！子どもを見守るみんなの行動大作戦
　平成23年８月24日（水）、西目屋中学校前であいさつ・
声かけ活動が行われました。
　これは、平成23年８月22日から９月４日までの期間中青森県全体で事
前に行動宣言を募り、それぞれが期間中に行動することで多くの団体・個
人が子どもの安全・安心に関心を持ち、地域の安全・安心は地域で作り出
していくという気運を高めるものです。
　夏休み明けの初日、あいにくの雨の中子ども達の元気なあいさつが飛
び交いました。

　９月15日（木）、中央公民館で平成23年度西目屋村
敬老会が開催されました。

　式典では、88歳到達夫婦１組に青森県高齢者知事顕彰
が行われたほか、88歳、95歳到達者14名に西目屋村長
寿者顕彰、金婚夫婦11組に西目屋村金婚夫婦顕彰が行わ
れました。
　式典終了後の懇親会では、たしろ保育園によるお遊戯
や白神やまつつじによるよさこいなどが披露され、楽しい
ひと時を過ごしていました。

　９月18日（日）、秋の恒例イベント、第30回暗門祭が
アクアグリーンビレッジANMONで行われました。

　前日から続く雨の影響で丸太切り競技が中止となりま
したが、約２，５００人が集まり、よさこい、カラオケ大会
などが行われると会場に歓声と拍手が沸き起こりました。
　また、川原会場では、県下登山ばやし白神大会が行われ、
見事な囃子が会場に鳴り響いていました。
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生徒会役員選挙　10月26日（水）
　『カラフル☆ｓ(スターズ)』のテーマ
のもと、西中生一人ひとりがそれぞれ
の色で輝くことを目標に取り組んでき
た生徒会ですが、１年間の大役を終え
ていよいよ次期生徒会にバトンタッチ
となります。

▼男子団体　
　３位（県大会へ）
▼男子シングルス　
　優勝　三上　楓（県大会へ）　
　５位　佐藤泰悟（県大会へ）
▼男子１年シングルス　
　５位　米澤勇夢（県大会へ）

中体連新人戦地区大会（バドミントン）
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気候も涼しくなり、外での遊びが楽しみな季節になってきました。
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　田澤　萌　平田あすか　桑田　葵　平田ゆうか　三浦　舞
○男子１５００ｍ　完走賞　5分40秒91
　齊藤　一樹

　８月28日（日）、岩木山神社で「登山ばやし大会」のオープニングセレモニー
に参加してきました。今年の年長さんは全員男の子で大迫力のステージとな
りました。
　９月18日（日）、くによし・たしろ保育園合同運動会を行いました。同じ法人
との交流は子どもたちにとっても刺激があり、楽しんで競技に参加していまし
た。ご家族の皆さんお疲れ様でした。
　９月20日（火）、保育実習生が来て、子どもた
ちは側から離れようとせず、とても嬉しそう…。
実習を通してたくさんのことを学んでほしいと
思います。

３年修学旅行　
10月４日（火）～７日（金）
　当初５月に予定されていた修学旅
行ですが、東日本大震災の影響を考
慮して10月に延期しました。繁忙期と
重なったため交通費などが高くなり、
劇団の公演などいくつかのお楽しみ
がなくなってしまいましたが、北区防
災センターでの地震体験や日本赤十
字本社見学、そして都内班別自主見学
等、基本目標を達成すべくしっかり学
習し、また大いに楽しんできてほしい
と願っています。

中体連新人戦の結果
　９月の中体連新人戦バドミントン地
区大会で、団体に必要な５人ギリギリ
の西目屋チームでしたが、３勝２敗で
３位となり、見事県大会出場を果たし
ました。
　また、個人戦でも三上楓君が優勝し
ました！

西目屋村 10月号トピックス

第30回暗門祭

～これからもお元気で～ 敬老会開催

わたしにもできる！子どもを見守るみんなの行動大作戦
　平成23年８月24日（水）、西目屋中学校前であいさつ・
声かけ活動が行われました。
　これは、平成23年８月22日から９月４日までの期間中青森県全体で事
前に行動宣言を募り、それぞれが期間中に行動することで多くの団体・個
人が子どもの安全・安心に関心を持ち、地域の安全・安心は地域で作り出
していくという気運を高めるものです。
　夏休み明けの初日、あいにくの雨の中子ども達の元気なあいさつが飛
び交いました。

　９月15日（木）、中央公民館で平成23年度西目屋村
敬老会が開催されました。

　式典では、88歳到達夫婦１組に青森県高齢者知事顕彰
が行われたほか、88歳、95歳到達者14名に西目屋村長
寿者顕彰、金婚夫婦11組に西目屋村金婚夫婦顕彰が行わ
れました。
　式典終了後の懇親会では、たしろ保育園によるお遊戯
や白神やまつつじによるよさこいなどが披露され、楽しい
ひと時を過ごしていました。

　９月18日（日）、秋の恒例イベント、第30回暗門祭が
アクアグリーンビレッジANMONで行われました。

　前日から続く雨の影響で丸太切り競技が中止となりま
したが、約２，５００人が集まり、よさこい、カラオケ大会
などが行われると会場に歓声と拍手が沸き起こりました。
　また、川原会場では、県下登山ばやし白神大会が行われ、
見事な囃子が会場に鳴り響いていました。
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生徒会役員選挙　10月26日（水）
　『カラフル☆ｓ(スターズ)』のテーマ
のもと、西中生一人ひとりがそれぞれ
の色で輝くことを目標に取り組んでき
た生徒会ですが、１年間の大役を終え
ていよいよ次期生徒会にバトンタッチ
となります。

▼男子団体　
　３位（県大会へ）
▼男子シングルス　
　優勝　三上　楓（県大会へ）　
　５位　佐藤泰悟（県大会へ）
▼男子１年シングルス　
　５位　米澤勇夢（県大会へ）

中体連新人戦地区大会（バドミントン）
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、住
宅
用

　
消
火
器
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

  

以
上
の
こ
と
を
い
つ
も
心
の
中
に
お
き
、自
分

の
家
は
自
分
で
守
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

「
古
い
消
火
器
に
は
気
を
つ
け
て
！
」

　

近
年
、腐
食
が
進
ん
だ
消
火
器
を
操
作
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
消
火
器
が
破
裂
し
、負
傷
者
が

で
る
事
故
が
相
次
い
で
起
き
て
お
り
、死
亡
事

故
が
起
き
た
事
例
も
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
に
次
の
注

意
点
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

消
火
器
の
取
扱
い
の
注
意
点

１
・
消
火
器
を
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
場
所
や
、 

湿

気
が
多
い
場
所
に
設
置
し
な
い
こ
と
。

２
・
消
火
器
の
状
態
を
目
で
見
て
確
認
し
、腐
食

が
進
ん
で
い
る
も
の
は
、絶
対
に
使
用
し
な

い
こ
と
。

３
・
不
用
に
な
っ
た
消
火
器
は
、消
火
剤
の
放
射

や
解
体
と
い
っ
た
廃
棄
処
理
は
自
分
で
行

わ
ず
、回
収
を
行
っ
て
い
る
専
門
業
者
に
廃

棄
処
理
を
依
頼
す
る
こ
と
。

　

廃
棄
処
理
を
依
頼
す
る
専
門
業
者
に
関
す
る

情
報
は
、社
団
法
人
日
本
消
火
器
工
業
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
廃
消
火
器
の
連
絡
・
相
談
窓
口

に
つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ 

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

弘
前
消
防
本
部
予
防
課
又
は
最
寄
り
の
消

防
署
、分
署
へ

℡
３
２
‐
５
１
０
４

秋
の
火
災
予
防
運
動 

統
一
標
語

「
消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で
　
も
う
一
度
」

平成23年8月
救急 火災

救助 遭難

件
数
累
計

件
数
累
計

10
78

0
2

0
0

0
1

目屋分署管内
出動状況

西目屋 健康広場いき いき
今回は、舌の清掃で口臭を予防する方法についてお話します。
皆さんは、歯を磨くとき舌も磨きますか？

違って柔らかい組織なので、１日に何回も磨いたり、
強く磨くと、味を感じる部分（味蕾）を傷つけてしまう
ので注意しましょう。
③舌の清掃時のポイント
・１日１回、起床直後に舌の清掃を行う　　　　　　
・水に濡らしただけのブラシで行う
・歯磨きの前に行う
・できるだけ舌を前に突き出すようにして行う
・嘔吐反射を防止するには、息を止めて行うとよい
・ブラシを上顎部分にふれないようにする
・鏡をみて舌苔がとれたか確認する
★舌ブラシは、薬局や歯科医院で購入できます。

①口臭発生の大きな原因となる舌苔
　鏡に向かって舌を出してみると、舌の上に白色や
黄色の苔のようなものがついているのに気付いた
ことはありませんか？これは舌苔といい、口の中で死
んだ細菌や口の中の粘膜、食べかすなどからできて
います。この舌苔が口臭の原因となります。舌苔は、
うがいだけでは取り除くことはできません。舌ブラシ
や柔らかい歯ブラシなどできれいに磨いて除去する
ことが必要です。
②舌の清掃方法
　舌苔が多くついている起床直後に舌ブラシや柔ら
かい歯ブラシを使用して舌の清掃を行うことが口臭
予防のポイントとなります。舌の奥の方にブラシを
入れると嘔吐反射で「オエっ」となりますが、それを
予防するには、舌を思い切り前に出し、水に濡らした
だけのブラシで磨くことをお勧めします。舌は歯と

※ひとりで悩まないで、まずは相談してください。
西目屋村役場　住民課　
保健師　成田・飛内　電話番号 ８５-２８０４

う わ  あ ご

ぜ っ  た い

み　 ら い

白 神 公 社

s h i r a k a m i

k o - s y a

社
会
福
祉

　
協
議
会
だ
よ
り

　

弁
護
士
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す
。予
約
制
で
す
の
で
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

▼
日
時

　

10
月
28
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分

※
日
時
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。会
場
ま
で
送
迎
が
必

要
な
方
は
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

今
年
も
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、ひ
と
の
や
さ
し
い
気

持
ち
を
集
め
る
活
動
で
、住
民
自
ら
の
活
動
を
応

援
す
る
、「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」で

す
。村
で
集
ま
っ
た
募
金
の
約
70
%
は
、村
の
福
祉

事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。今
年
も
よ
り
多
く
地
域
福

祉
に
還
元
で
き
る
よ
う
、運
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
西
目
屋
村
分
区

並
び
に
西
目
屋
村
共
同
募
金
委
員
会
や
村
で
は

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
被
災
地
及
び
被
災
者
の
方
々
へ
支

援
を
す
る
た
め
、義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
福
祉
法
人
西
目
屋
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
８
５‐２
２
５
５

広
域
心
配
ご
と
相
談
所

相
談

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

募
金

村
長
の
部
屋

　

こ
れ
か
ら
も
、村
民
み
ん
な
で
自
分
た
ち
の
住
む
村
が
健
全
な
財
政
運
営
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か

り
と
認
識
す
る
と
と
も
に
、住
民・行
政・議
会
が
信
頼
関
係
を
も
っ
て
建
設
的
な
意
見
な
ど
に
よ
る

様
々
な
情
報
を
共
有
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

左
記
の
表
は
、平
成
16
年
度
か
ら
22
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
に
お
け
る
歳
入
歳
出
と
そ
の
差
額

か
ら
く
る
実
質
収
支
額
及
び
公
債
費
の
推
移
表
で
す
。わ
か
り
や
す
く
例
え
ま
す
と
、入
っ
て
き
た
お

金
と
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金
の
差
益（
黒
字
）が
増
え
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。し
か

も
、そ
の
年
度
の
や
り
く
り
の
中
で
借
金
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
額
で
あ
る
公
債
費
を
で
き
る
だ

け
切
り
詰
め
な
が
ら
村
民
が
必
要
と
し
て
い
る
事
業
に
優
先
度
を
つ
け
、他
自
治
体
に
先
駆
け
た
政

策
展
開
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
が
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
決
算
認
定
の
実
質
収
支
額
が
18
年
間
で

過
去
最
高
の
５
，５
０
０
万
円
の
黒
字
へ
！

Ｈ
22
年
度
決
算
が
議
会
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
、

Ｈ
５
年
度
か
ら
過
去
最
高
益
の
収
支
額
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
行
政・議
会
一
同
、和
の
心
を
持
っ
て
健
全
財
政
を
堅
持
し
ま
す
。

朝
晩
が
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り
、物
産

セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ
に
し
め
や
で

は
秋
の
果
物
た
ち
が
店
内
を
に
ぎ
わ

せ
て
い
ま
す
。

梨
や
ぶ
ど
う
、プ
ル
ー
ン
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、主
役
は
や
っ
ぱ
り「
り
ん

ご
」。９
月
下
旬
か
ら
、つ
が
る
や
き
お

う
な
ど
が
顔
を
見
せ
始
め
、10
月
は
早

生
ふ
じ
、北
斗
、ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
そ

し
て
サ
ン
ふ
じ
へ
と
続
き
、紅
葉
と
と

も
に
西
目
屋
に
彩
り
を
添
え
て
い
き

ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、例
年
、全
国
か
ら

り
ん
ご
の
ご
注
文
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

今
年
も「
西
目
屋
の
美
味
し
い
り
ん

ご
」を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

い
、味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

白
神
だ
よ
り

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る

義
援
金
の
受
付

募
集

公債費

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

2,556,881

2,090,299

2,355,083

2,662,732

2,026,931

2,695,098

2,475,584

2,489,812

2,021,060

2,276,640

2,609,981

1,958,618

2,535,771

2,377,593

32,844

37,881

50,618

50,649

51,714

53,023

55,812

456,540

413,138

658,860

773,934

349,377

330,706

331,936

(単位：千円）

　これからの村を担っていく４０代、５０代の責
任世代が、将来へ希望や夢をもてるような、戦
略的な政策展開をはかり、何よりも村のイメー
ジアップと１０年先、２０年先の目屋地域の方向
性を示すことが重要だと考えております。
　これからも健全な財政運営で満足度の高い
村民サービスを提供しなければなりません。
　そして、公約である「物から人へと」新しい政
策展開によって行政コストを抑えながら精査に
努め、お金の流れを直接、村民サービスに振り
向けていきます。

P52011/8　株式会社　よつば 様　広報「にしめや」10月号
4校/佐藤（10.3）

P42011/9　株式会社　よつば 様　広報「にしめや」10月号
3校/佐藤（10.1）C

00
K
00

C
50%

K
50%

C
00

K
00

C
50%

K
50%

実質
収支額

決算額
（歳出）

決算額
（歳入）



共
に
語
り
、共
に
歩
む

私
に
ま
か
せ
て
く
だ
さ
い
！

4『世界遺産と水源の里 にしめや』 自然あふれる豊かなふるさと情報誌 〈広報にしめや・2011. 10月号〉5 自然あふれる豊かなふるさと情報誌 〈広報にしめや・2011. 10月号〉 『世界遺産と水源の里 にしめや』5

の
用
心

火
の
用
心

火

消
防
だ
よ
り

　

１０
月
１７
日
か
ら
２３
日
ま
で
の
１
週
間
、県
下
一

斉
に「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
は
、日
増
し
に
寒
く
な
り
火
を
取
り
扱

う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

暖
房
器
具
の
点
検
は
お
済
み
で
す
か
。ち
ょ
っ

と
し
た
油
断
や
取
り
扱
い
の
不
注
意
が
火
災
の

原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
も
う
取
り
付
け
ら
れ

ま
し
た
か
？
尊
い
命
や
貴
重
な
財
産
を
失
う
こ

と
の
な
い
よ
う
、も
し
も
の
時
に
備
え
、住
宅
用

火
災
警
報
器
を
取
り
付
け
て
い
な
い
ご
家
庭
は

早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、家
族
み

ん
な
で
避
難
方
法
や
消
火
器
の
位
置
な
ど
、も

う
一
度
確
認
し
、「
住
宅
防
火  

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
― 

【
３
つ
の
習
慣
】  

・
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

  

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、     

　
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火
災
警
報

　
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防

　
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、住
宅
用

　
消
火
器
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

  

以
上
の
こ
と
を
い
つ
も
心
の
中
に
お
き
、自
分

の
家
は
自
分
で
守
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

「
古
い
消
火
器
に
は
気
を
つ
け
て
！
」

　

近
年
、腐
食
が
進
ん
だ
消
火
器
を
操
作
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
消
火
器
が
破
裂
し
、負
傷
者
が

で
る
事
故
が
相
次
い
で
起
き
て
お
り
、死
亡
事

故
が
起
き
た
事
例
も
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
に
次
の
注

意
点
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

消
火
器
の
取
扱
い
の
注
意
点

１
・
消
火
器
を
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
場
所
や
、 

湿

気
が
多
い
場
所
に
設
置
し
な
い
こ
と
。

２
・
消
火
器
の
状
態
を
目
で
見
て
確
認
し
、腐
食

が
進
ん
で
い
る
も
の
は
、絶
対
に
使
用
し
な

い
こ
と
。

３
・
不
用
に
な
っ
た
消
火
器
は
、消
火
剤
の
放
射

や
解
体
と
い
っ
た
廃
棄
処
理
は
自
分
で
行

わ
ず
、回
収
を
行
っ
て
い
る
専
門
業
者
に
廃

棄
処
理
を
依
頼
す
る
こ
と
。

　

廃
棄
処
理
を
依
頼
す
る
専
門
業
者
に
関
す
る

情
報
は
、社
団
法
人
日
本
消
火
器
工
業
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
廃
消
火
器
の
連
絡
・
相
談
窓
口

に
つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ 

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

弘
前
消
防
本
部
予
防
課
又
は
最
寄
り
の
消

防
署
、分
署
へ

℡
３
２
‐
５
１
０
４

秋
の
火
災
予
防
運
動 

統
一
標
語

「
消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で
　
も
う
一
度
」

平成23年8月
救急 火災

救助 遭難

件
数
累
計

件
数
累
計

10
78

0
2

0
0

0
1

目屋分署管内
出動状況

西目屋 健康広場いき いき
今回は、舌の清掃で口臭を予防する方法についてお話します。
皆さんは、歯を磨くとき舌も磨きますか？

違って柔らかい組織なので、１日に何回も磨いたり、
強く磨くと、味を感じる部分（味蕾）を傷つけてしまう
ので注意しましょう。
③舌の清掃時のポイント
・１日１回、起床直後に舌の清掃を行う　　　　　　
・水に濡らしただけのブラシで行う
・歯磨きの前に行う
・できるだけ舌を前に突き出すようにして行う
・嘔吐反射を防止するには、息を止めて行うとよい
・ブラシを上顎部分にふれないようにする
・鏡をみて舌苔がとれたか確認する
★舌ブラシは、薬局や歯科医院で購入できます。

①口臭発生の大きな原因となる舌苔
　鏡に向かって舌を出してみると、舌の上に白色や
黄色の苔のようなものがついているのに気付いた
ことはありませんか？これは舌苔といい、口の中で死
んだ細菌や口の中の粘膜、食べかすなどからできて
います。この舌苔が口臭の原因となります。舌苔は、
うがいだけでは取り除くことはできません。舌ブラシ
や柔らかい歯ブラシなどできれいに磨いて除去する
ことが必要です。
②舌の清掃方法
　舌苔が多くついている起床直後に舌ブラシや柔ら
かい歯ブラシを使用して舌の清掃を行うことが口臭
予防のポイントとなります。舌の奥の方にブラシを
入れると嘔吐反射で「オエっ」となりますが、それを
予防するには、舌を思い切り前に出し、水に濡らした
だけのブラシで磨くことをお勧めします。舌は歯と

※ひとりで悩まないで、まずは相談してください。
西目屋村役場　住民課　
保健師　成田・飛内　電話番号 ８５-２８０４

う わ  あ ご

ぜ っ  た い

み　 ら い

白 神 公社

s h i r a k a m i

k o - s y a

社
会
福
祉

　
協
議
会
だ
よ
り

　

弁
護
士
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す
。予
約
制
で
す
の
で
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

▼
日
時

　

10
月
28
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分

※
日
時
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。会
場
ま
で
送
迎
が
必

要
な
方
は
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

今
年
も
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、ひ
と
の
や
さ
し
い
気

持
ち
を
集
め
る
活
動
で
、住
民
自
ら
の
活
動
を
応

援
す
る
、「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」で

す
。村
で
集
ま
っ
た
募
金
の
約
70
%
は
、村
の
福
祉

事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。今
年
も
よ
り
多
く
地
域
福

祉
に
還
元
で
き
る
よ
う
、運
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
西
目
屋
村
分
区

並
び
に
西
目
屋
村
共
同
募
金
委
員
会
や
村
で
は

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
被
災
地
及
び
被
災
者
の
方
々
へ
支

援
を
す
る
た
め
、義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
福
祉
法
人
西
目
屋
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
８
５‐２
２
５
５

広
域
心
配
ご
と
相
談
所

相
談

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

募
金

村
長
の
部
屋

　

こ
れ
か
ら
も
、村
民
み
ん
な
で
自
分
た
ち
の
住
む
村
が
健
全
な
財
政
運
営
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か

り
と
認
識
す
る
と
と
も
に
、住
民・行
政・議
会
が
信
頼
関
係
を
も
っ
て
建
設
的
な
意
見
な
ど
に
よ
る

様
々
な
情
報
を
共
有
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

左
記
の
表
は
、平
成
16
年
度
か
ら
22
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
に
お
け
る
歳
入
歳
出
と
そ
の
差
額

か
ら
く
る
実
質
収
支
額
及
び
公
債
費
の
推
移
表
で
す
。わ
か
り
や
す
く
例
え
ま
す
と
、入
っ
て
き
た
お

金
と
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金
の
差
益（
黒
字
）が
増
え
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。し
か

も
、そ
の
年
度
の
や
り
く
り
の
中
で
借
金
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
額
で
あ
る
公
債
費
を
で
き
る
だ

け
切
り
詰
め
な
が
ら
村
民
が
必
要
と
し
て
い
る
事
業
に
優
先
度
を
つ
け
、他
自
治
体
に
先
駆
け
た
政

策
展
開
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
が
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
決
算
認
定
の
実
質
収
支
額
が
18
年
間
で

過
去
最
高
の
５
，５
０
０
万
円
の
黒
字
へ
！

Ｈ
22
年
度
決
算
が
議
会
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
、

Ｈ
５
年
度
か
ら
過
去
最
高
益
の
収
支
額
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
行
政・議
会
一
同
、和
の
心
を
持
っ
て
健
全
財
政
を
堅
持
し
ま
す
。

朝
晩
が
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り
、物
産

セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ
に
し
め
や
で

は
秋
の
果
物
た
ち
が
店
内
を
に
ぎ
わ

せ
て
い
ま
す
。

梨
や
ぶ
ど
う
、プ
ル
ー
ン
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、主
役
は
や
っ
ぱ
り「
り
ん

ご
」。９
月
下
旬
か
ら
、つ
が
る
や
き
お

う
な
ど
が
顔
を
見
せ
始
め
、10
月
は
早

生
ふ
じ
、北
斗
、ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
そ

し
て
サ
ン
ふ
じ
へ
と
続
き
、紅
葉
と
と

も
に
西
目
屋
に
彩
り
を
添
え
て
い
き

ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、例
年
、全
国
か
ら

り
ん
ご
の
ご
注
文
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

今
年
も「
西
目
屋
の
美
味
し
い
り
ん

ご
」を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

い
、味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

白
神
だ
よ
り

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る

義
援
金
の
受
付

募
集

公債費

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

2,556,881

2,090,299

2,355,083

2,662,732

2,026,931

2,695,098

2,475,584

2,489,812

2,021,060

2,276,640

2,609,981

1,958,618

2,535,771

2,377,593

32,844

37,881

50,618

50,649

51,714

53,023

55,812

456,540

413,138

658,860

773,934

349,377

330,706

331,936

(単位：千円）

　これからの村を担っていく４０代、５０代の責
任世代が、将来へ希望や夢をもてるような、戦
略的な政策展開をはかり、何よりも村のイメー
ジアップと１０年先、２０年先の目屋地域の方向
性を示すことが重要だと考えております。
　これからも健全な財政運営で満足度の高い
村民サービスを提供しなければなりません。
　そして、公約である「物から人へと」新しい政
策展開によって行政コストを抑えながら精査に
努め、お金の流れを直接、村民サービスに振り
向けていきます。

P52011/8　株式会社　よつば 様　広報「にしめや」10月号
4校/佐藤（10.3）

P42011/9　株式会社　よつば 様　広報「にしめや」10月号
3校/佐藤（10.1）C
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K
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C
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K
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実質
収支額

決算額
（歳出）

決算額
（歳入）



　

10
月
22
日（
土
）、23
日（
日
）の
両
日
、秋
の

恒
例
行
事
と
な
っ
た「
第
４
回
白
神
山
地
感
謝

祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
白
神
山
地
周
辺
市
町
村
の
地
場
産

品
が
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、様
々
な
分
野
か
ら
の

出
店
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、毎
年
好
評
の
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
や
紅

葉
を
満
喫
で
き
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
レ
ー
ス
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
催
し
物
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
決
ま
り
次
第
、随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nishim

eya.jp/

）な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
日
時　

　

10
月
22
日（
土
）、23
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
…
ビ
ー
チ
に
し
め
や

お
問
い
合
わ
せ
先　

　

白
神
山
地
感
謝
祭
実
行
委
員
会

　

℡
8
5‐２
８
０
１

と　き イベント名 イベント内容 お問い合わせ先［電話番号］
第３回うめ～どｉｎ
ひらかわ食と産業まつり
全国やきそばサミットin
黒石
りんごの里板柳まるかじり
ウオーク2011
第４回弘前スポレク祭
中野もみじ山 
光のファンタジー（ライトアップ）
津軽の食と産業まつり
全国伝統こけし工人フェスティバル

弘前城菊と紅葉まつり

第４回白神山地感謝祭

1日・2日

8日・9日

9日

9日・10日
10日（予定）～
11月6日
14日～16日
15日・16日
21日～
11月13日
22日・23日

市内の特産品販売のほか、市内外の有名ラーメン店も出店

全国からやきそば１１団体が集結。全国の「ご当地やきそば」などを
一度に味わうことができます
りんごの里を巡る６・１２・２５ｋｍの３コース。途中でりんごもぎ取り体験
もあり
子どもからお年寄りまで楽しめるさまざまなスポーツやゲームなど
小嵐山と称される｢中野もみじ山｣の紅葉は、滝と渓流に映え、鮮やかな
世界を展開し、その美観が称賛されています
津軽の「食」と「産業」をテーマに地元生産品などを紹介。野外テント村や催しも多数
全国のこけしがこけし館に勢揃い。こけし工人による制作実演、展示即売などが行われます
今年は弘前城築城４００年祭記念バージョンで開催！イベントも盛り
だくさん
白神山地周辺市町村の物産展のほか、エコドライブレースやマグロ解体ショーなどの催し物も開催

平川市商工会 ☎44-3055

同実行委員会 ☎88-8191

板柳町教育委員会生涯学習課
☎72-1800
弘前市保健体育課 ☎８２‐１６４３

黒石市商工観光課 ☎５２‐２１１１

同運営協議会事務局 ☎３３‐４１１１
津軽伝承工芸館 ☎５３‐５９００

弘前市立観光館 ☎３７‐５５０１

同実行委員会 ☎８５‐２８０１

11
月

10
月

12
月

6自然あふれる豊かなふるさと情報誌 〈広報にしめや・2011. 10月号〉『世界遺産と水源の里 にしめや』7 自然あふれる豊かなふるさと情報誌 〈広報にしめや・2011. 10月号〉 『世界遺産と水源の里 にしめや』

エコカーを使ったエコドライブレース

　

厳
寒
の
な
か
、今
年
も
12
月
に
ね
ぷ
た
が
運

行
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
で
も
珍
し
い
冬
の
ね
ぷ
た
運
行
は
、10
台

の
ね
ぷ
た
が
夏
と
は
違
う
趣
を
見
せ
運
行
し
、

熱
気
に
包
ま
れ
た
通
り
で
は
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

雪
が
舞
う
中
で
の
ね
ぷ
た
運
行
も
ま
た
、魅

力
が
あ
り
ま
す
の
で
、防
寒
対
策
を
十
分
に
整

え
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
…
12
月
３
日（
土
）、４
日（
日
）

日
程（
予
定
）

▽
開
会
式　

午
後
５
時
30
分

▽
運
行
開
始　

午
後
６
時

場
所
…
弘
南
鉄
道
平
賀
駅
前
通
り

お
問
い
合
わ
せ
先

　

平
川
市
商
工
観
光
課
観
光
係

　

℡
4
4
‐
１
１
１
１

”津
軽
“の
話
題
満
載

津
軽
広
域

※津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館村・西目屋村の8市町村により、要介護認定審査・
　障害程度区分判定審査のほか、各種ソフト事業などのさまざまな事務事業を共同で実施する特別地方公共団体です。

市町村イベントカレンダー市町村イベントカレンダー いろんなイベントに出かけよう!

第２３回ふじさきいきいきまつり

平川市民文化祭２０１１

収穫感謝祭＆シクラメン市
黒石りんごまつり
第４１回西目屋村村民文化祭
ひらかわフェスタ２０１１
藤崎町秋まつり文化祭
第３８回町民祭
第３６回大鰐町文化祭

2日・3日
11日～13日、18日～
20日、25日～27日
12日・13日
19日・20日
20日
23日

26日・27日
26日・27日
27日

藤崎町の特産品を堪能できるイベント。メーンはジャンボおにぎりとジャンボピザ

市民による歌や踊りなどの舞台発表や個性豊かな作品展などが行われます

約７，０００鉢のシクラメンを展示販売！その他たくさんのイベントが目白押しです
りんごを中心としたまちづくり推進のため、りんごの即売会や商業者による産業展を開催
村民による芸能発表や作品展、各種体験コーナーも開催されます
地産地消と食育をテーマに開催。特産品販売やさまざまな催し物が行われます
芸能発表会や作品展示会などを開催。「紅の夢」や米粉を使ったジャンボアップルパイも
町民の活動や成果を披露。農産物などの即売会や各種体験コーナーもあります
町文化協会会員などによる芸能発表会

藤崎町企画課 ☎７５‐３１１１

平川市生涯学習課 ☎４４‐１２２１

田舎館村産業課 ☎５８‐２１１１
同実行委員会 ☎５２‐２１１１
西目屋村教育委員会 ☎８５‐２８５８
平川市農林課 ☎４４‐１１１１
藤崎町企画課 ☎７５‐３１１１
板柳町総務課 ☎７３‐２１１１
会長 原田明悟 ☎４８－２４８０

ひらかわねぷたまつり“冬の陣”
Ｔｈｅ津軽三味線２０１１

日本一のこけし灯ろう祭

3日・4日
10日（予定）
23日～
1月9日

１０台のねぷたが出陣するほか、多数のイベントが開催されます
津軽三味線３００人の大合奏をメーンに繰り広げられる魅力満載のステージ
８㍍の巨大こけし灯ろうをはじめ、大小数十体が温湯温泉の冬の夜空を
鮮やかに彩ります

平川市商工観光課 ☎４４‐１１１１
同実行委員会事務局 ☎３３‐４１１１

同実行委員会 ☎５４‐８３２２

高さ11㍍の世界一の扇ねぷたも出陣します

ひ
ら
か
わ
ね
ぷ
た
ま
つ
り

〝
冬
の
陣
〞

平
川
市

第
４
回

白
神
山
地
感
謝
祭

西
目
屋
村

母子・寡婦福祉資金の予約貸付について
　平成２４年度に進学予定の児童を扶養している母子家庭の母等に対する母子寡婦福祉資金の就学資金、就
学支度資金、就業資金の予約貸付を実施いたします。詳しくは中南地域県民局地域健康福祉部福祉総室（中南
地方福祉事務所）福祉調整課までお問い合わせください。

（１）母子・寡婦福祉資金貸付申請書
（２）家計費申告書
（３）貸付申請者の戸籍謄本
（４）講座振替申出書
（５）配偶者のいない女子又は寡婦で現に児童又は子を扶養して

いることを証する書類

担　当：中南地域県民局地域健康福祉部福祉総室（中南地方福祉事務所）福祉調整課
ＴＥＬ：０１７２－３５－１６２２

○提出書類

○申請期間等
　予約申込期間：平成２３年１１月１日（火）～平成２４年１月３１日（火）
　申請書類等送付期限

（６）課税状況・納付状況が把握できる書類（市町村民税所得割額
が判る書類）

（７）進学（修業）予定証明書又は合格通知書の写し
（８）経費申告書
（９）その他貸付に際し必要と認められる書類

貸付審査会開催日
平成２３年１１月２４日（木）
平成２３年１２月２２日（木）
平成２４年  １月１３日（金）
平成２４年  ２月  １日（水）
平成２４年  ２月１６日（木）
平成２４年  ３月  ２日（金）

平成２３年１１月  ４日（金）
平成２３年１１月１８日（金）
平成２３年１２月１６日（金）
平成２４年  １月１３日（金）
平成２４年  １月２７日（金）
平成２４年  ２月１５日（水）

申請書類等送付期限

献
血（
全
血
）

　

協
力
者
の
募
集

本
村
に
献
血
バ
ス（
移
動
採
血
車
）が
来

ま
す
。

お
忙
し
い
中
大
変
恐
縮
で
す
が
、輸
血
を

待
ち
望
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
の
た
め
に
一
人

で
も
多
く
の
方
々
の
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
献
血
区
分
】

　

全
血
献
血（
２
０
０
㎖・４
０
０
㎖
）

【
献
血
実
施
日
】

　

平
成
23
年
10
月
22
日（
土
）

【
受
付
時
間
】

　

①
午
前
９
時
〜
正
午

　

②
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】

　

白
神
山
地
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー　

　

ス
ペ
ー
ス
内

【
留
意
事
項
】

※
当
日
献
血
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
判
断

等
の
問
い
合
わ
せ
は
、青
森
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー（
電
話
０
１
７‐７
４
１‐

１
５
１
２
）へ
お
願
い
し
ま
す
。

○
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬（
花
粉
症・鼻
炎
な
ど
）

等
を
は
じ
め
、当
日
服
用
し
て
い
て
も
献

血
い
た
だ
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
輸
血
歴
の
あ
る
方
は
、ご
辞
退
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

○
海
外
か
ら
の
帰
国
日
か
ら
４
週
間
以
内

の
方
は
、献
血
を
ご
辞
退
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

○
問
診
に
よ
り
検
診
医
が
献
血
を
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
福
祉
係

　

℡
８
５‐２
８
０
４

快
適
に
暮
ら
せ
る
た
め
に

農
業
集
落
排
水（
下
水
道
）に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

農
業
用
水
路
や
河
川
の
水
は
、以
前
は
き

れ
い
で
、子
供
た
ち
が
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
、農
業
以
外
に
も
様
々
な
用
水
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

と
こ
ろ
が
、現
在
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化

な
ど
に
伴
い
、家
庭
か
ら
の
生
活
雑
排
水
が

増
加
し
、水
環
境
の
悪
化
に
よ
り
生
態
系
な

ど
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
は
、こ
れ
ら
の
生
活
雑
排

水
を
集
め
て
、き
れ
い
な
水
に
処
理
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
農
業
用
水
及
び
河
川
の
水
質
改

善
を
図
り
、安
定
し
た
農
業
生
産
、快
適
で

活
力
あ
る
生
活
が
お
く
れ
る
た
め
に
あ
り

ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
や
水
洗
便
所
改
造
工
事

を
さ
れ
る
と
き
は
、必
ず
指
定
排
水
設
備
工

事
業
者
に
ご
相
談
い
た
だ
く
と
と
も
に
、あ

ら
か
じ
め
役
場
農
林
建
設
課
に
届
出
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者
に
つ
い
て
は
、

役
場
農
林
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

役
場
農
林
建
設
課

（
℡
8
5‐２
８
０
２
）
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10
月
22
日（
土
）、23
日（
日
）の
両
日
、秋
の

恒
例
行
事
と
な
っ
た「
第
４
回
白
神
山
地
感
謝

祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
白
神
山
地
周
辺
市
町
村
の
地
場
産

品
が
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、様
々
な
分
野
か
ら
の

出
店
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、毎
年
好
評
の
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
や
紅

葉
を
満
喫
で
き
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
レ
ー
ス
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
催
し
物
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
決
ま
り
次
第
、随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nishim

eya.jp/

）な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
日
時　

　

10
月
22
日（
土
）、23
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
…
ビ
ー
チ
に
し
め
や

お
問
い
合
わ
せ
先　

　

白
神
山
地
感
謝
祭
実
行
委
員
会

　

℡
8
5‐２
８
０
１

と　き イベント名 イベント内容 お問い合わせ先［電話番号］
第３回うめ～どｉｎ
ひらかわ食と産業まつり
全国やきそばサミットin
黒石
りんごの里板柳まるかじり
ウオーク2011
第４回弘前スポレク祭
中野もみじ山 
光のファンタジー（ライトアップ）
津軽の食と産業まつり
全国伝統こけし工人フェスティバル

弘前城菊と紅葉まつり

第４回白神山地感謝祭

1日・2日

8日・9日

9日

9日・10日
10日（予定）～
11月6日
14日～16日
15日・16日
21日～
11月13日
22日・23日

市内の特産品販売のほか、市内外の有名ラーメン店も出店

全国からやきそば１１団体が集結。全国の「ご当地やきそば」などを
一度に味わうことができます
りんごの里を巡る６・１２・２５ｋｍの３コース。途中でりんごもぎ取り体験
もあり
子どもからお年寄りまで楽しめるさまざまなスポーツやゲームなど
小嵐山と称される｢中野もみじ山｣の紅葉は、滝と渓流に映え、鮮やかな
世界を展開し、その美観が称賛されています
津軽の「食」と「産業」をテーマに地元生産品などを紹介。野外テント村や催しも多数
全国のこけしがこけし館に勢揃い。こけし工人による制作実演、展示即売などが行われます
今年は弘前城築城４００年祭記念バージョンで開催！イベントも盛り
だくさん
白神山地周辺市町村の物産展のほか、エコドライブレースやマグロ解体ショーなどの催し物も開催

平川市商工会 ☎44-3055

同実行委員会 ☎88-8191

板柳町教育委員会生涯学習課
☎72-1800
弘前市保健体育課 ☎８２‐１６４３

黒石市商工観光課 ☎５２‐２１１１

同運営協議会事務局 ☎３３‐４１１１
津軽伝承工芸館 ☎５３‐５９００

弘前市立観光館 ☎３７‐５５０１

同実行委員会 ☎８５‐２８０１

11
月

10
月

12
月

6自然あふれる豊かなふるさと情報誌 〈広報にしめや・2011. 10月号〉『世界遺産と水源の里 にしめや』7 自然あふれる豊かなふるさと情報誌 〈広報にしめや・2011. 10月号〉 『世界遺産と水源の里 にしめや』

エコカーを使ったエコドライブレース

　

厳
寒
の
な
か
、今
年
も
12
月
に
ね
ぷ
た
が
運

行
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
で
も
珍
し
い
冬
の
ね
ぷ
た
運
行
は
、10
台

の
ね
ぷ
た
が
夏
と
は
違
う
趣
を
見
せ
運
行
し
、

熱
気
に
包
ま
れ
た
通
り
で
は
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

雪
が
舞
う
中
で
の
ね
ぷ
た
運
行
も
ま
た
、魅

力
が
あ
り
ま
す
の
で
、防
寒
対
策
を
十
分
に
整

え
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
…
12
月
３
日（
土
）、４
日（
日
）

日
程（
予
定
）

▽
開
会
式　

午
後
５
時
30
分

▽
運
行
開
始　

午
後
６
時

場
所
…
弘
南
鉄
道
平
賀
駅
前
通
り

お
問
い
合
わ
せ
先

　

平
川
市
商
工
観
光
課
観
光
係

　

℡
4
4
‐
１
１
１
１

”津
軽
“の
話
題
満
載

津
軽
広
域

※津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館村・西目屋村の8市町村により、要介護認定審査・
　障害程度区分判定審査のほか、各種ソフト事業などのさまざまな事務事業を共同で実施する特別地方公共団体です。

市町村イベントカレンダー市町村イベントカレンダー いろんなイベントに出かけよう!

第２３回ふじさきいきいきまつり

平川市民文化祭２０１１

収穫感謝祭＆シクラメン市
黒石りんごまつり
第４１回西目屋村村民文化祭
ひらかわフェスタ２０１１
藤崎町秋まつり文化祭
第３８回町民祭
第３６回大鰐町文化祭

2日・3日
11日～13日、18日～
20日、25日～27日
12日・13日
19日・20日
20日
23日

26日・27日
26日・27日
27日

藤崎町の特産品を堪能できるイベント。メーンはジャンボおにぎりとジャンボピザ

市民による歌や踊りなどの舞台発表や個性豊かな作品展などが行われます

約７，０００鉢のシクラメンを展示販売！その他たくさんのイベントが目白押しです
りんごを中心としたまちづくり推進のため、りんごの即売会や商業者による産業展を開催
村民による芸能発表や作品展、各種体験コーナーも開催されます
地産地消と食育をテーマに開催。特産品販売やさまざまな催し物が行われます
芸能発表会や作品展示会などを開催。「紅の夢」や米粉を使ったジャンボアップルパイも
町民の活動や成果を披露。農産物などの即売会や各種体験コーナーもあります
町文化協会会員などによる芸能発表会

藤崎町企画課 ☎７５‐３１１１

平川市生涯学習課 ☎４４‐１２２１

田舎館村産業課 ☎５８‐２１１１
同実行委員会 ☎５２‐２１１１
西目屋村教育委員会 ☎８５‐２８５８
平川市農林課 ☎４４‐１１１１
藤崎町企画課 ☎７５‐３１１１
板柳町総務課 ☎７３‐２１１１
会長 原田明悟 ☎４８－２４８０

ひらかわねぷたまつり“冬の陣”
Ｔｈｅ津軽三味線２０１１

日本一のこけし灯ろう祭

3日・4日
10日（予定）
23日～
1月9日

１０台のねぷたが出陣するほか、多数のイベントが開催されます
津軽三味線３００人の大合奏をメーンに繰り広げられる魅力満載のステージ
８㍍の巨大こけし灯ろうをはじめ、大小数十体が温湯温泉の冬の夜空を
鮮やかに彩ります

平川市商工観光課 ☎４４‐１１１１
同実行委員会事務局 ☎３３‐４１１１

同実行委員会 ☎５４‐８３２２

高さ11㍍の世界一の扇ねぷたも出陣します

ひ
ら
か
わ
ね
ぷ
た
ま
つ
り

〝
冬
の
陣
〞

平
川
市

第
４
回

白
神
山
地
感
謝
祭

西
目
屋
村

母子・寡婦福祉資金の予約貸付について
　平成２４年度に進学予定の児童を扶養している母子家庭の母等に対する母子寡婦福祉資金の就学資金、就
学支度資金、就業資金の予約貸付を実施いたします。詳しくは中南地域県民局地域健康福祉部福祉総室（中南
地方福祉事務所）福祉調整課までお問い合わせください。

（１）母子・寡婦福祉資金貸付申請書
（２）家計費申告書
（３）貸付申請者の戸籍謄本
（４）講座振替申出書
（５）配偶者のいない女子又は寡婦で現に児童又は子を扶養して

いることを証する書類

担　当：中南地域県民局地域健康福祉部福祉総室（中南地方福祉事務所）福祉調整課
ＴＥＬ：０１７２－３５－１６２２

○提出書類

○申請期間等
　予約申込期間：平成２３年１１月１日（火）～平成２４年１月３１日（火）
　申請書類等送付期限

（６）課税状況・納付状況が把握できる書類（市町村民税所得割額
が判る書類）

（７）進学（修業）予定証明書又は合格通知書の写し
（８）経費申告書
（９）その他貸付に際し必要と認められる書類

貸付審査会開催日
平成２３年１１月２４日（木）
平成２３年１２月２２日（木）
平成２４年  １月１３日（金）
平成２４年  ２月  １日（水）
平成２４年  ２月１６日（木）
平成２４年  ３月  ２日（金）

平成２３年１１月  ４日（金）
平成２３年１１月１８日（金）
平成２３年１２月１６日（金）
平成２４年  １月１３日（金）
平成２４年  １月２７日（金）
平成２４年  ２月１５日（水）

申請書類等送付期限

献
血（
全
血
）

　

協
力
者
の
募
集

本
村
に
献
血
バ
ス（
移
動
採
血
車
）が
来

ま
す
。

お
忙
し
い
中
大
変
恐
縮
で
す
が
、輸
血
を

待
ち
望
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
の
た
め
に
一
人

で
も
多
く
の
方
々
の
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
献
血
区
分
】

　

全
血
献
血（
２
０
０
㎖・４
０
０
㎖
）

【
献
血
実
施
日
】

　

平
成
23
年
10
月
22
日（
土
）

【
受
付
時
間
】

　

①
午
前
９
時
〜
正
午

　

②
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】

　

白
神
山
地
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー　

　

ス
ペ
ー
ス
内

【
留
意
事
項
】

※
当
日
献
血
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
判
断

等
の
問
い
合
わ
せ
は
、青
森
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー（
電
話
０
１
７‐７
４
１‐

１
５
１
２
）へ
お
願
い
し
ま
す
。

○
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬（
花
粉
症・鼻
炎
な
ど
）

等
を
は
じ
め
、当
日
服
用
し
て
い
て
も
献

血
い
た
だ
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
輸
血
歴
の
あ
る
方
は
、ご
辞
退
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

○
海
外
か
ら
の
帰
国
日
か
ら
４
週
間
以
内

の
方
は
、献
血
を
ご
辞
退
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

○
問
診
に
よ
り
検
診
医
が
献
血
を
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
福
祉
係

　

℡
８
５‐２
８
０
４

快
適
に
暮
ら
せ
る
た
め
に

農
業
集
落
排
水（
下
水
道
）に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

農
業
用
水
路
や
河
川
の
水
は
、以
前
は
き

れ
い
で
、子
供
た
ち
が
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
、農
業
以
外
に
も
様
々
な
用
水
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

と
こ
ろ
が
、現
在
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化

な
ど
に
伴
い
、家
庭
か
ら
の
生
活
雑
排
水
が

増
加
し
、水
環
境
の
悪
化
に
よ
り
生
態
系
な

ど
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
は
、こ
れ
ら
の
生
活
雑
排

水
を
集
め
て
、き
れ
い
な
水
に
処
理
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
農
業
用
水
及
び
河
川
の
水
質
改

善
を
図
り
、安
定
し
た
農
業
生
産
、快
適
で

活
力
あ
る
生
活
が
お
く
れ
る
た
め
に
あ
り

ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
や
水
洗
便
所
改
造
工
事

を
さ
れ
る
と
き
は
、必
ず
指
定
排
水
設
備
工

事
業
者
に
ご
相
談
い
た
だ
く
と
と
も
に
、あ

ら
か
じ
め
役
場
農
林
建
設
課
に
届
出
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者
に
つ
い
て
は
、

役
場
農
林
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

役
場
農
林
建
設
課

（
℡
8
5‐２
８
０
２
）
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行
政
書
士
は
、官
公
庁
に
提
出

す
る
書
類
や
権
利
義
務
に
関
す

る
書
類
を
作
成
す
る
国
家
資
格

者
で
す
。10
月
の「
行
政
書
士
制

度
広
報
月
間
」に
合
わ
せ「
1
日

無
料
相
談
会
」を
行
い
ま
す
。

■
日
時

平
成
23
年
10
月
28
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場
所

弘
前
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
3
階

弘
前
市
本
寺
町
1
‐
13

℡
3
1
‐
2
5
0
0

■
内
容

相
続
、遺
言
、成
年
後
見
、そ
の

他（
日
頃
、困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
県
行
政
書
士
会　

　

中
弘
支
部

　

℡
3
3
‐
1
6
0
6

表
示
登
記

無
料
相
談
会
開
催

建
退
共
制
度

　

青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で

は
、土
地
家
屋
調
査
制
度
広
報
の
一

環
と
し
て
、次
の
と
お
り
表
示
登
記

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
土
地
家
屋
調
査
士
」は
、表
示
に

関
す
る
登
記
・
筆
界
特
定
手
続
の
専

門
家
で
す
。あ
な
た
に
か
わ
っ
て
登

記
及
び
筆
界
特
定
手
続
を
代
行
い

た
し
ま
す
。土
地
の
境
界
問
題
で
お

困
り
の
方
、そ
の
他
の
建
物
や
土
地

の
表
示
に
関
す
る
登
記
・
筆
界
特
定

手
続
な
ど
に
関
し
て
ご
相
談
承
り

ま
す
。な
お
、当
日
は
電
話
に
よ
る

無
料
相
談
も
行
い
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
23
年
11
月
6
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

■
会
場

　

弘
前
市
市
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

　

相
談
室

※
電
話
に
よ
る
相
談

　

調
査
士
会
館
事
務
局　

　

℡
0
1
7
‐
7
2
2
‐
3
1
7
8

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

℡
0
1
7
‐
7
2
2
‐
3
1
7
8

　

弘
前
大
学
で
は「
白
神
山
地
か

ら
新
し
い
自
然
・
生
物
資
源
利
用

を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

平
成
23
年
10
月
25
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

■
会
場

創
立
50
周
年
記
念
会
館「
み
ち

の
く
ホ
ー
ル
」（
最
大
２
９
８
席
）

■
対
象

一
般
の
方
、本
学
の
教
職
員
、

学
生

■
後
援

青
森
県
、弘
前
市
、鰺
ヶ
沢
町
、

深
浦
町
、西
目
屋
村
、八
峰
町
、

藤
里
町

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

学
術
情
報
部

　

共
同
教
育
研
究
課

　

℡
３
９
‐
３
１
６
０

　

相
続・労
働
ト
ラ
ブ
ル・成
年
後
見・借
金
問

題
に
つ
い
て
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。左
記
場
所
に
て
面
談
で
の
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、相
談
は
無
料
で
す
が
具
体
的
な
手

続
き
が
必
要
に
な
る
場
合
に
は
、別
途
費
用

が
か
か
り
ま
す
の
で
相
談
員
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。ま
た
、左
記
日
時
以
外
で
も
青
森
県

司
法
書
士
会
総
合
セ
ン
タ
ー（
℡
０
１
２
０‐

９
４
０‐２
３
０
）へ
ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と

相
談（
有
料
）の
ご
案
内
や
ご
相
談
内
容
に

応
じ
た
お
近
く
の
司
法
書
士
の
紹
介
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

■
日
時

平
成
23
年
11
月
16
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

ア
ウ
ガ　

青
森
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

５
階
研
修
室（
青
森
市
新
町
１
丁
目
３
番

７
号　

℡
０
１
７‐７
７
６‐８
８
０
０
）

■
主
催

青
森
県
司
法
書
士
会

■
共
催

公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
青
森
支
部

青
森
県
成
年
司
法
書
士
会

■
お
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
司
法
書
士
会

℡
０
１
７‐７
７
６‐８
３
９
８

司
法
書
士
に

　
相
談
し
て
く
だ
さ
い

〜
相
続・労
働・成
年
後
見・

　
　
　
　

借
金
問
題
の
こ
と
〜

第
４
回

弘
前
大
学

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
の
お
知
ら
せ

介
護
と
福
祉
の

合
同
就
職
面
接
会

開
催

　

青
森
県
地
域
共
同
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
弘
前
で
は
、介

護
と
福
祉
の
合
同
就
職
面
接
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時

平
成
23
年
11
月
17
日（
木
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

（
受
付
：
午
後
12
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

■
会
場

青
森
県
武
道
館
会
議
室

弘
前
市
豊
田
２
丁
目
３
番

℡
２
６‐２
２
０
０

■
対
象
者

介
護
と
福
祉
の
仕
事
に
就
職
を
希

望
す
る
求
職
者
の
方

※
求
人
を
公
開
し
て
い
る
事
業
所
の
人

事
担
当
者
と
直
接
面
接
が
で
き
ま
す
。

■
持
参

履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
地
域
共
同
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー・弘
前
コ
ー
ナ
ー

弘
前
市
大
字
駅
前
３
丁
目
３‐
１　

第
２
ト
モ
エ
ビ
ル
２
階

℡
５
５‐０
１
１
５

情報のグロ－バル化に
［安全］［信頼］を求め

プライバシーマーク認定
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１
日
無
料
相
談
会

１
日
無
料
相
談
会

行
政
書
士
に
よ
る

　

建
退
共
制
度
は
、中
小
企
業
退
職
共
済
法

に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進

と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、事
業
主
の
方
々
が
、労
働

者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る

共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、そ
の
労
働

者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

▼
掛
金

　

日
額
３
１
０
円

※
特
徴

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、確
実
、申
し
込

み
手
続
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、法

人
は
損
金
、個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て

扱
わ
れ
、税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業

間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
建
退
共
」に
、制
度
説
明

用
動
画
、Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の
知
り

た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ア

ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

U
R
L:http://w

w
w
.kentaikyo.tais

yokukin.go.jp/

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

建
退
共
青
森
支
部

℡
０
１
７‐７
３
２‐６
１
５
２

知
っ
て
い
ま
す
か
？

軽
油
引
取
税
と

不
正
軽
油
に
つ
い
て

　

軽
油
引
取
税
は
、バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
の
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
軽
油
の

引
取
り（
購
入
な
ど
）に
対
し
て
課
税
さ

れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

不
正
軽
油
と
は
、脱
税
を
目
的
と
し

て
、軽
油
に
重
油
や
灯
油
を
混
ぜ
、軽
油

と
偽
り
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、不
正
軽
油
は
、軽
油
引
取
税
の

脱
税
に
と
ど
ま
ら
ず
、環
境
汚
染
や
不
法

投
棄
な
ど
、様
々
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

す
。

　

不
正
軽
油
の
製
造
、販
売
、使
用
は
も

ち
ろ
ん
、不
正
軽
油
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

を
知
り
な
が
ら
材
料
を
提
供・運
搬
し
た

人
、不
正
軽
油
を
製
造
す
る
場
所
を
提
供

し
た
人
な
ど
も
重
い
罰
則
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

不
正
軽
油
の
撲
滅
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
南
地
域
県
民
局
県
税
部　

　

課
税
第
一
課

　

℡
３
２‐１
１
３
１
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飼い犬の散歩の際には、ごみ袋や新聞紙等を
持ち歩くなどして、
飼い犬のふんは飼い主が
責任をもって、片付けてください
ますようお願いいたします。

飼い犬のふんを
片付けましょう！！

マナーを守りましょう
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行
政
書
士
は
、官
公
庁
に
提
出

す
る
書
類
や
権
利
義
務
に
関
す

る
書
類
を
作
成
す
る
国
家
資
格

者
で
す
。10
月
の「
行
政
書
士
制

度
広
報
月
間
」に
合
わ
せ「
1
日

無
料
相
談
会
」を
行
い
ま
す
。

■
日
時

平
成
23
年
10
月
28
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場
所

弘
前
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
3
階

弘
前
市
本
寺
町
1
‐
13

℡
3
1
‐
2
5
0
0

■
内
容

相
続
、遺
言
、成
年
後
見
、そ
の

他（
日
頃
、困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
県
行
政
書
士
会　

　

中
弘
支
部

　

℡
3
3
‐
1
6
0
6

表
示
登
記

無
料
相
談
会
開
催

建
退
共
制
度

　

青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で

は
、土
地
家
屋
調
査
制
度
広
報
の
一

環
と
し
て
、次
の
と
お
り
表
示
登
記

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
土
地
家
屋
調
査
士
」は
、表
示
に

関
す
る
登
記
・
筆
界
特
定
手
続
の
専

門
家
で
す
。あ
な
た
に
か
わ
っ
て
登

記
及
び
筆
界
特
定
手
続
を
代
行
い

た
し
ま
す
。土
地
の
境
界
問
題
で
お

困
り
の
方
、そ
の
他
の
建
物
や
土
地

の
表
示
に
関
す
る
登
記
・
筆
界
特
定

手
続
な
ど
に
関
し
て
ご
相
談
承
り

ま
す
。な
お
、当
日
は
電
話
に
よ
る

無
料
相
談
も
行
い
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
23
年
11
月
6
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

■
会
場

　

弘
前
市
市
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

　

相
談
室

※
電
話
に
よ
る
相
談

　

調
査
士
会
館
事
務
局　

　

℡
0
1
7
‐
7
2
2
‐
3
1
7
8

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

℡
0
1
7
‐
7
2
2
‐
3
1
7
8

　

弘
前
大
学
で
は「
白
神
山
地
か

ら
新
し
い
自
然
・
生
物
資
源
利
用

を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

平
成
23
年
10
月
25
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

■
会
場

創
立
50
周
年
記
念
会
館「
み
ち

の
く
ホ
ー
ル
」（
最
大
２
９
８
席
）

■
対
象

一
般
の
方
、本
学
の
教
職
員
、

学
生

■
後
援

青
森
県
、弘
前
市
、鰺
ヶ
沢
町
、

深
浦
町
、西
目
屋
村
、八
峰
町
、

藤
里
町

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

学
術
情
報
部

　

共
同
教
育
研
究
課

　

℡
３
９
‐
３
１
６
０

　

相
続・労
働
ト
ラ
ブ
ル・成
年
後
見・借
金
問

題
に
つ
い
て
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。左
記
場
所
に
て
面
談
で
の
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、相
談
は
無
料
で
す
が
具
体
的
な
手

続
き
が
必
要
に
な
る
場
合
に
は
、別
途
費
用

が
か
か
り
ま
す
の
で
相
談
員
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。ま
た
、左
記
日
時
以
外
で
も
青
森
県

司
法
書
士
会
総
合
セ
ン
タ
ー（
℡
０
１
２
０‐

９
４
０‐２
３
０
）へ
ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と

相
談（
有
料
）の
ご
案
内
や
ご
相
談
内
容
に

応
じ
た
お
近
く
の
司
法
書
士
の
紹
介
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

■
日
時

平
成
23
年
11
月
16
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

ア
ウ
ガ　

青
森
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

５
階
研
修
室（
青
森
市
新
町
１
丁
目
３
番

７
号　

℡
０
１
７‐７
７
６‐８
８
０
０
）

■
主
催

青
森
県
司
法
書
士
会

■
共
催

公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
青
森
支
部

青
森
県
成
年
司
法
書
士
会

■
お
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
司
法
書
士
会

℡
０
１
７‐７
７
６‐８
３
９
８

司
法
書
士
に

　
相
談
し
て
く
だ
さ
い

〜
相
続・労
働・成
年
後
見・

　
　
　
　

借
金
問
題
の
こ
と
〜

第
４
回

弘
前
大
学

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
の
お
知
ら
せ

介
護
と
福
祉
の

合
同
就
職
面
接
会

開
催

　

青
森
県
地
域
共
同
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
弘
前
で
は
、介

護
と
福
祉
の
合
同
就
職
面
接
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時

平
成
23
年
11
月
17
日（
木
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

（
受
付
：
午
後
12
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

■
会
場

青
森
県
武
道
館
会
議
室

弘
前
市
豊
田
２
丁
目
３
番

℡
２
６‐２
２
０
０

■
対
象
者

介
護
と
福
祉
の
仕
事
に
就
職
を
希

望
す
る
求
職
者
の
方

※
求
人
を
公
開
し
て
い
る
事
業
所
の
人

事
担
当
者
と
直
接
面
接
が
で
き
ま
す
。

■
持
参

履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
地
域
共
同
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー・弘
前
コ
ー
ナ
ー

弘
前
市
大
字
駅
前
３
丁
目
３‐
１　

第
２
ト
モ
エ
ビ
ル
２
階

℡
５
５‐０
１
１
５

情報のグロ－バル化に
［安全］［信頼］を求め

プライバシーマーク認定
情報セキュリティマネジメントシステム認証
品質マネジメントシステム認証
環境マネジメントシステム認証

〒038-0031 青森市三内丸山393番地270
　TEL 017-761-5300 FAX017-761-5310
　　 http://www.aｃｓｃ.co.ｊｐ

１
日
無
料
相
談
会

１
日
無
料
相
談
会

行
政
書
士
に
よ
る

　

建
退
共
制
度
は
、中
小
企
業
退
職
共
済
法

に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進

と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、事
業
主
の
方
々
が
、労
働

者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る

共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、そ
の
労
働

者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

▼
掛
金

　

日
額
３
１
０
円

※
特
徴

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、確
実
、申
し
込

み
手
続
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、法

人
は
損
金
、個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て

扱
わ
れ
、税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業

間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
建
退
共
」に
、制
度
説
明

用
動
画
、Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の
知
り

た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ア

ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

U
R
L:http://w

w
w
.kentaikyo.tais

yokukin.go.jp/

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

建
退
共
青
森
支
部

℡
０
１
７‐７
３
２‐６
１
５
２

知
っ
て
い
ま
す
か
？

軽
油
引
取
税
と

不
正
軽
油
に
つ
い
て

　

軽
油
引
取
税
は
、バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
の
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
軽
油
の

引
取
り（
購
入
な
ど
）に
対
し
て
課
税
さ

れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

不
正
軽
油
と
は
、脱
税
を
目
的
と
し

て
、軽
油
に
重
油
や
灯
油
を
混
ぜ
、軽
油

と
偽
り
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、不
正
軽
油
は
、軽
油
引
取
税
の

脱
税
に
と
ど
ま
ら
ず
、環
境
汚
染
や
不
法

投
棄
な
ど
、様
々
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

す
。

　

不
正
軽
油
の
製
造
、販
売
、使
用
は
も

ち
ろ
ん
、不
正
軽
油
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

を
知
り
な
が
ら
材
料
を
提
供・運
搬
し
た

人
、不
正
軽
油
を
製
造
す
る
場
所
を
提
供

し
た
人
な
ど
も
重
い
罰
則
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

不
正
軽
油
の
撲
滅
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
南
地
域
県
民
局
県
税
部　

　

課
税
第
一
課

　

℡
３
２‐１
１
３
１

P9 P8
C
00

K
00

C
50%

K
50%

C
00

K
00

C
50%

K
50% 2011/9　株式会社　よつば 様　広報「にしめや」10月号

2校/工藤（9.29）
2011/9　株式会社　よつば 様　広報「にしめや」10月号
3校/佐藤（10.1）

飼い犬の散歩の際には、ごみ袋や新聞紙等を
持ち歩くなどして、
飼い犬のふんは飼い主が
責任をもって、片付けてください
ますようお願いいたします。

飼い犬のふんを
片付けましょう！！

マナーを守りましょう



　「
戸
籍
の
窓
」は
原
則
と
し
て「
本
籍
が
西
目
屋
村
に

あ
る
方
」を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
ま
た
当
村
に
本
籍
が
な
く

て
掲
載
を
希
望
す
る
方
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、必
ず

広
報
係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 8

月
届
出
分（
敬
称
略
）

戸
籍
の
窓

(　)は前月比

村の人口

世帯数： 549世帯（＋2）

合計： 1,543人（＋1）

女性： ７９６人（±0）
男性： ７４7人（＋1）

（H23.8月末現在）

自然あふれる豊かなふるさと情報誌 〈広報にしめや・2011. 10月号〉『世界遺産と水源の里 にしめや』

編集
後記

【民芸品】
目屋人形

先般、津軽発電所建設所開所式がありました。東北電力からは増子執行役員青森支店
長、笹川土木建築部長、今後とも地元建設所を統括する山形津軽発電所建設所長とと
もに早期完成へ向け努力して参りたいと思います。特に東北電力関係者の方々には白
神館を宿舎としてご利用いただいていることに対し、心から感謝申し上げます。

　「先日、白神館前のＡＴＭに現金を取り忘れ、諦めていたら交番に届いていた。届けた人は名前を明かさないが、村民
に間違いない。感謝いたします。」と転勤族の方からお礼の手紙をいただきました。
　その手紙には、村での生活の中で人の優しさやぬくもりによって、西目屋村が好きになったとも書いています。
　紙面の都合上、ここでの紹介となりましたが、このような人が増える村でありたいと思う、心温まる内容の手紙でした。

【世界遺産は村民】

１０月号トピックス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2Ｐ
白神のまなびやより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3Ｐ
いきいき健康広場・消防だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4Ｐ
村長の部屋・白神だより・社会福祉協議会だより・・・・・・・・・・・・・5P
津軽広域連合だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6P
各種おしらせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7P～9P
ズームアップにしめや・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10Ｐ

　

満
88
歳
に
な
ら
れ
た

山
下
キ
ヌ
さ
ん（
田
代
）

に
長
寿
祝
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
体
を

大
切
に
し
て
、長
生
き

な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

山下  キヌさん

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

10

東
北
電
力
株
式
会
社

津
軽
発
電
所
建
設
所

開
所
式

五
穀
豊
穣
・
家
内
安
全
を

祈
願
し
て

お
山
参
詣
を
実
施

　

平
成
23
年
９
月
１
日（
木
）、発
電
所
新
設
工
事

の
本
格
着
工
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、工
事
の
安
全

祈
願
と
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、津
軽
発
電
所

建
設
所
開
所
式
が
執
り
行
わ
れ
、発
電
所
建
設
業

務
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

開
所
式
で
は
、山
形
津
軽
発
電
所
建
設
所
長
が

「
西
目
屋
村
の
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
世
界
遺
産

白
神
山
地
の
豊
富
な
水
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
感
謝
し
、地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
頃

に
発
電
所
の
工
事
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を

思
い
出
せ
る
発
電
所
、そ
し
て
自
然
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
有
効
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思

え
る
発
電
所
を
造
っ
て
参
り
た
い
」と
決
意
を
語

り
ま
し
た
。

　

な
お
、津
軽
発
電
所
は
、国
交
省
が
建
設
を
進

め
て
い
る
津
軽
ダ

ム
に
発
電
参
加（
最

大
出
力
８
，５
０
０

k
w
）す
る
も
の
で

あ
り
、平
成
28
年
５

月
の
運
転
開
始
を

目
指
し
て
、本
年
７

月
１
日
に
建
設
所

が
田
代
地
区
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
28
日（
日
）、西
目
屋
お
山
参
詣

愛
好
会
が
第
15
回
目
の
お
山
参
詣
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
会
旗
と
旗
を
新
調
す
る
と
と

も
に
会
の
名
称
を「
村
市
お
山
参
詣
愛

好
会
」か
ら「
西
目
屋
お
山
参
詣
愛
好

会
」と
変
更
し
、会
員
数
も
増
え
て
参
加

者
は
約
１
０
０
人
と
盛
大
な
お
山
参
詣

と
な
り
、天
候
に
恵
ま
れ
最
高
の
朔
山

と
な
り
ま
し
た
。

　

下
山
の
日（
29
日
）は
東
目
屋
の
介
護

施
設
パ
イ
ン
ハ
ウ
ス
・
国
吉
保
育
所
・

ユ
ー
ト
ピ
ア
白
神・白
神
荘・た
し
ろ
保

育
所・西
目
屋
小・中
学
校
を
訪
問
し
、

観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
と
声
援
が
上
が

り
ま
し
た
。

　

同
愛
好
会
で
は
来
年
も
お
山
参
詣
を

予
定
し
て
お
り
、

村
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
会
員

及
び
参
加
者
を

募
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
、お
近

く
の
会
員
な
ど

へ
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

川井　敏生
（京都府）

成田　勝義

工藤　友紀子
（砂子瀬）

おくやみ

村　市（70）
おくやみ

おめでとう

おしあわせに

村上　慈月 〈いつき〉 （  隆 　美歌）　田代…男
熊谷　一輝 〈いつき〉 （和樹　雅美）　大秋…男

にし
めや

ズー
ムアップ

長
寿
祝
金
支
給

10OCT 5202011
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